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紀勢大内山インター付近で、合併10周年記念の河津桜

75本を、町長はじめ役場職員46名で植栽しました。

来春には、きれいな花を咲かせてくれると思います。



まちの話題

 第４子誕生祝う

　4月3日　町長室で、子育て支援制度による「エ
ンゼル手当」が支給されました。
　この日、第4子を出産した大西茉里さん（大内山）
にエンゼル手当50万円が谷口町長から手渡されま
した。
　おめでとうございました。

谷口町長と大西さんご家族

 春の全国交通安全運動出動式

　4月5日　瀧原宮駐車場で、「子どもと高齢者の交通
事故防止」を運動の基本とした出動式が行われました。
　この日は、谷口町長と大台警察署長のあいさつの
あと、パトカーと白バイがサイレンを鳴らしながら
一斉に出動しました。
　また、国道42号線上では、交通安全協会の人たち
がチラシと交通安全啓発グッズをドライバー1人1人

に手渡し、「事故の無いようにお願いします」と呼びかけていました。

在宅医療介護連携支援相談窓口を開設しました
　4月1日「奥伊勢在宅医療介護連携支援相談窓口」を大
台厚生病院地域医療連携室内に開設しました。
　業務は、大紀町と大台町にお住まいで在宅支援等が必
要な方の、医療や介護の連携に関する相談や情報提供等
を、病院や介護施設の専門職に行います。
　職員は、大台厚生病院で専門職として働く社会福祉士
1名と看護師1名が担当し、これまでの経験を生かして、
住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けられるよう医
療と介護の連携を支援させていただきます。

問い合わせ　健康福祉課　保健師　℡86-2216

 友釣り解禁に向け稚アユ放流

　5月12日のアユ友釣り解禁を前に、3月23日より、
大内山・紀勢・阿曽の大内山川本流および支流に、
約30万匹の稚アユを大内山川漁業協同組合の関係
者により放流されました。
　4月4日には、地元の障害者福祉施設「やまびこ
作業所」の利用者の方々も参加し、アユの成長を
願いながら稚アユを放流しました。
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まちの話題

 平成30年度大紀町消防団入退団式

　4月6日　コンベンションホールで、消防団入退
団式が行われました。
　式では、前年度で退団された方々を代表して、
元副団長の藤原徳久さん（錦）に谷口町長から感謝
状と記念品が手渡されました。
　また、消防団長の谷口達也さんから、新入団員
と新たに副団長に任命された谷口雅彦さん（錦）を
はじめ幹部に昇格された団員に辞令が交付されま
した。

 まゆみ春まつり

　4月8日　グリーンパーク大内山四季の森広場
で、「第2回まゆみ春まつり」が開催されました。
　会場内には、大内山酪農の乳製品のふるまい
や桜の下での野点、大紀楽市からの出店もあり
ました。
　ステージでは、大内山酪農による牛乳早飲み大
会や、もちまきなどが行われ、多くの人で盛り上
がりました。

 チャイルドシート着用推進モデル
 保育園指定式

　4月12日　柏崎わかば保育園で、チャイルドシー
ト着用推進モデル保育園指定式が行われました。
　はじめに、「たいちゃん」が登場し、園児のみん
なに、チャイルドシート着用推進モデル保育園の
シンボルであるぬいぐるみが手渡されました。
　そのあと、大台警察署から園児のみんなに道路
の渡り方など3つのお願いがありました。

 大平つつじ山まつり

　4月29日　崎地区大平つつじ山で、「大平つつじ
山まつり」が開催されました。
　会場では、柏崎わかば保育園の園児たちによる
踊りや牛乳早飲み大会などのステージイベントの
ほか、飲食バザーなどのブース、野点も催されま
した。
　訪れた人たちは、ツツジと様々な催しを楽しん
でいました。
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今
春
は
桜
の
花
は
、
早
く
散
っ

た
が
、
東
の
七
保
区
か
ら
西
の
大

内
山
区
迄
の
皆
さ
ん
の
庭
や
畑

に
、
色
と
り
ど
り
の
花
が
目
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
る
の
が
嬉う

れ

し
い
。

　

各
課
の
男
子
職
員
で
75
本
（
内

15
本
は
町
分
）
の
河か

わ

づ津
桜

ざ
く
ら

を
「
紀

勢
、
大
内
山
イ
ン
タ
ー
」
の
法の

り

面め
ん

に
４
月
11
日
に
植
え
る
。

　

残
り
の
33
本
は
錦
町
内
の
ト
ン

ネ
ル
を
抜
け
た
旧
道
の
下
の
山
林

に
職
員
に
て
植
え
る
。
錦
の
築
地

公
園
に
は
河
津
桜
１
本
萬ま

ん

蔵ぞ
う

桜
ざ
く
ら

２

本
を
植
え
、
姫
川
町
の
中
世
古
真

史
君
（
Ｏ
Ｂ
会
）
宅
の
前
に
河
津
桜

１
本
を
植
え
る
。
３
年
程
前
に
西

村
富
生
君
（
Ｏ
Ｂ
会
）
が
「
野
原
新

田
の
一
ノ
谷
宇
門
さ
ん
か
ら
」
と

言
っ
て
届
け
て
く
れ
る
。
高
さ

１
米
程
の
小
苗
12
本
も
頂
く
。
金

輪
区
の
瀬
古
伸
一
前
町
議
の
畑
に

仮か
し
ょ
く植

さ
せ
て
頂
き
、
今
は
大
西
直

人
農
林
課
長
の
義
父
の
畑
に
仮
植

さ
せ
て
頂
く
。（
３
米
程
に
育
つ
）

花
木
の
好
き
な
私
も
見
た
事
も
な

い
大
き
な
花は

な

弁び
ら

で
上
品
な
色
だ
っ

た
。
昨
年
の
夏
、
家
内
が
「
根
が

鉢は
ち

の
底
の
穴
か
ら
伸
び
て
鉢
を
動

か
せ
な
く
な
っ
た
」
早
速
、
鉢は

ち

を

壊こ
わ

し
、
根ね

巻ま

き
を
し
て
築
地
公
園

に
移
植
す
る
。（
助
手
は
沖
か
ら

朝
帰
り
の
友
人
の
谷
口
菊
男
君
を

電
話
で
起
こ
し
、
網
と
針
を
網あ

み

納な

屋や

か
ら
持
っ
て
来
る
）

　

彼
も
汗
だ
く
に
な
っ
て
く
れ
た

お
陰
で
こ
の
春
、
見
事
な
花
を
咲

か
せ
る
。
今
日
昼
か
ら
野
原
新し

ん

田で
ん

に
出
向
き
、
一
ノ
谷
宇
門
氏
に
お

会
い
し
、
３
年
間
の
無
礼
を
詫わ

び
、

御
礼
を
申
し
上
げ
る
。（
米
寿
を

迎
え
た
大
先
輩
の
恩
を
気
に
し
て

い
た
３
年
間
だ
っ
た
）

　

滝
原
の
区
長
さ
ん
方
と
の
会
合

を
終
え
、
遅
れ
る
も
笑
顔
で
迎
え

て
く
れ
る
。
帰
り
際
、
赤
い
紅も

み

じ葉

と
萬
蔵
桜
の
小
苗
５
本
を
頂
く
。

　

来
年
の
春
に
は
、
町
内
の
あ
ち

こ
ち
で
３
３
０
本
の
河
津
桜
が
咲

き
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
る
事
だ
ろ
う
。

　

萬
蔵
桜
の
由ゆ

ら
い来

は
、
一
ノ
谷
氏

宅
の
近
所
で
あ
る
羽
根
榮
次
さ
ん

の
亡
父
羽
根
萬
蔵
氏
は
若
い
頃
、

ど
こ
か
に
旅
し
た
折
に
小
苗
一
本

を
頂
き
、
自
宅
の
庭
に
植
え
た
と

こ
ろ
父
上
に
「
大
き
く
な
る
桜
を

庭
に
植
え
る
ナ
？
」
と
諌い

さ

め
ら
れ
、

自
宅
近
く
の
尾
合
川
の
右
岸
に
植

え
ら
れ
た
と
聞
く
。
新
田
地
区
に

は
沢
山
の
萬
蔵
桜
が
植
え
ら
れ
て

居
る
。
一
ノ
谷
宇
門
氏
の
丁て

い
ね
い寧

な

説
明
を
聴
き
な
が
ら
、
「
10
年
程

前
に
97
歳
で
旅
立
た
れ
た
」
と
聞

く
。
故
羽
根
萬
蔵
翁
に
ひ
と
目
だ

け
で
も
会
い
た
か
っ
た
。

４
月
18
日（
水
）
町
長
室
に
て

　

今
朝
、
三
千
本
の
鰤ぶ

り

が
水み

ず

揚あ

げ
さ
れ
る
。
谷
口
兄
君
（
外
湾
理

事
）
が
「
氷
を
運
ぶ
ん
で
、
沖
へ

乗
っ
て
く
か
？
」「
オ
ー
乗
せ
て
く

れ
！
」
本
船
の
ブ
リ
ッ
ジ
（
車
な
ら

運
転
席
）
か
ら
携
帯
で
写
真
を
撮

る
。
六
千
本
余
り
の
鰤
を
本
船
に

積
む
沖
監
督
、
水
夫
の
皆
さ
ん
も

元
気
溌は

つ
ら
つ剌

と
し
て
居
た
。
皆
ん
な

の
働
く
姿
を
見
て
る
と
「
自
分
も

一い
っ

生
し
ょ
う

懸け
ん
め
い命

に
働
か
な
く
て
は
」
と

自
身
に
言
い
聞
か
せ
る 

「
人
の
ふ

り
見
て
我
が
ふ
り
直
せ
」で
あ
る
。

　

昨
日
の
午
後
３
時
に
或あ

る
町
長

か
ら
、
行
方
不
明
者
の
捜そ

う
さ
く索

依い

頼ら
い

を
受
け
る
。
行
方
不
明
者
（
74
）
の

軽
自
動
車
は
七
保
の
木
屋
区
で
発

見
さ
れ
た
と
の
事
。
男
子
職
員
47

名
を
急

き
ゅ
う

遽き
ょ

出
動
さ
せ
る
。
大
台
警

察
署
、
某
町
の
役
場
職
員
と
消
防

団
員
、
奥
伊
勢
広
域
消
防
等
、
約

１
０
０
名
体
制
で
捜そ

う

索さ
く

を
続
け
る

も
発
見
さ
れ
ず
、
雨
天
故
、
午
後

５
時
半
に
捜そ

う

索さ
く

を
打
切
り
、
本

庁
に
戻
り
、
明
日
の
予
定
を
幹
部

職
員
20
数
名
に
て
１
時
間
余
り

協
議
す
る
。（
出
動
男
子
職
員
67

名
、
明
朝
は
木
屋
区
に
朝
６
時
30

分
集
合
を
決
め
る
）
帰
宅
後
、
服

部
副
町
長
以
下
数
人
の
幹
部
職
員

と
電
話
で
再
度
の
打
合
せ
を
済
ま

す
。
４
月
25
日
の
朝
、
本
部
設
置

（
西に

し
ご
う
ち
や
ま

河
内
山
中
腹
）
朝
９
時
前
に
私

の
無
線
に
、
「
行
方
不
明
者
を
発

見
し
ま
し
た
」
と
住
民
課
参
事
の

中
桐
周
平
君
か
ら
連
絡
有
り
。
残

念
な
事
に
す
で
に
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
て
居
た
の
で
、
毛
布
２
枚

と
広こ

う

域い
き

消
防
隊
の
担た

ん

架か

を
現
場
に

届
け
る
。
２
時
間
程
で
本
部
に
着

く
。
家
族
の
皆
さ
ん
に
は
気
の
毒

な
結
果
で
あ
っ
た
。
無ぶ

事じ

生せ
い

還か
ん

を

泣
き
顔
で
手
を
合
わ
せ
て
い
た
家

族
を
見
る
と
何い

時つ

も
辛
い
。

　

二
日
目
は
（
１
５
０
名
）
早
朝
か

ら
の
捜そ

う

索さ
く

活か
つ

動ど
う

に
参
加
さ
れ
た
各

団
体
の
皆
さ
ん
に
は
、
「
御
苦
労

様
で
し
た
」と
伝
え
る
。

　

若
い
頃
か
ら
危
険
と
災
害
と
共

に
生
き
て
来
た
人
生
だ
っ
た
。

　

こ
の
世
界
に
入
り
、
人
命
救
助

や
災
害
時
の
本
部
長
を
務つ

と

め
て
居

る
が
大
災
害
時
に
は
役
場
管
理
職

員
と
地
元
消
防
団
幹
部
程
、「
辛つ

ら

甘
辛
ト
ー
ク

蝶
々
の
ひ
と
り
ご
と

第76回

い
立
場
に
お
か
れ
る
」
も
の

で
あ
る
。
理
由
は
家
族
が
居

り
、
相
手
は
「
物
言
わ
ぬ
自

然
災
害
」ど
ん
な
に
強
い
男
で
も
災

害
を
未み

然ぜ
ん

に
防
ぐ
手
段
は
無
い
。

　

預あ
ず

か
っ
て
居
る
、
子
や
孫
の
様

な
職
員
達
に
は
厳き

び

し
く
付
き
合
っ

て
居
る
。（
特
に
男
は
自
信
を
身

に
付
け
る
事
）
彼
等
こ
そ
「
日
本
一

の
役
場
職
員
」で
あ
る
。

　

何
時
も
留
守
番
役
を
見
事
に
果

た
す
女
子
職
員
た
ち
も
「
町
の
誇ほ

こ

り
」
で
あ
る
。
近
頃
の
政
治
家
は
、

判
で
押
し
た
様よ

う

に
「
安
全
、
安
心

な
・
・
・
」
を
言
う
。
大
紀
町
な

ら
ば
災
害
時
の
迅じ

ん

速そ
く

さ
、
行
方
不

明
者
の
捜そ

う

索さ
く

時
は
１
分
で
も
速

く
、
一
人
で
も
多
く
の
救

き
ゅ
う

援え
ん

隊た
い

を

出
す
。（
少
人
数
な
ら
二
次
災
害

を
本
部
の
者
は
心
配
す
る
事
）

　

そ
し
て
許
さ
れ
る
限
り
発
見
す

る
迄
、
諦

あ
き
ら

め
な
い
事
。（
行
方
不

明
者
も
、
怪け

我が

や
寒
い
日
で
も
凌し

の

ぐ
と
信
じ
る
）
町
民
の
為
に
、
全

役
場
職
員
と
地
元
消
防
団
員
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
で
あ
ろ
う
。

「
急い

そ

が
ず
、
後こ

う

世せ
い

に
伝
え
て
行
く
」

　

わ
が
町
の
「
安
全
、
安
心
」
は
、

町
是
と
同
じ
一
番
大
事
と
信
じ
る
。

平
成
30
年
４
月
26
日（
木
）

　
　

全
国
町
村
会
の
ホ
テ
ル
に
て

大
紀
町
長　

谷　

口　

友　

見

桜  

鰤
と

「
人
の
命
は
、
何
よ
り
も
大
事
」
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くらしの情報

木造住宅の無料耐震診断の申込みを受け付けています
　平成28年4月の熊本地震、平成7年の阪神・淡路大震災では、
多くの生命が失われました。
　亡くなられた方の多くは住宅の倒壊による圧死や窒息死で
したが、中でも昭和56年以前の旧建築基準で建てられた木造
住宅に大きな被害が出ました。
　南海トラフを震源とした大規模な地震の発生が懸念される
なか、御自宅の耐震化の参考に無料耐震診断を受けてみませ
んか。

●対象となる住宅
　町内の昭和56年5月31日までに完成（着工を含む）している木造住宅（在来軸組構法、伝統的構
法、枠組壁構法）で階数が３階以下の建築物が対象となります。
　　※ 丸太組構法（ログハウス）プレハブ住宅は対象外です。
　　※ 居住者が所有者以外の場合は所有者の同意を得ていただく必要があります。
　　※ 共用住宅の場合は、延べ面積の過半が住宅用である建物。

●診断内容
　町が委託する建築・耐震診断の専門家を派遣し、間取り、外面等を確認する現地調査（1～2時
間程度）により診断し、地震に対する家の強さを数値で示します。
　診断結果は一般診断法による診断書及び、概算補強工事費により、後日、診断した専門家が
お伺いして説明します。

●診断費用・申込期間
　診断費用は無料です。申込みは、平成31年2月末まで随時受け付けています。
　※平成30年度の募集戸数は40戸です。先着順となりますのでお早めにお申込みください。

申込み・問い合わせ　防災安全課　℡73-3318

※ 耐震診断の結果、地震により倒壊する可能性が高いと診断された木造住宅については、
補強設計、補強工事、リフォーム工事等にかかる費用の一部を補助する制度があります。
詳しくは役場防災安全課までご連絡ください。

トロピカルガーデン温水プール　アクアウォーキング教室のご案内

問い合わせ　トロピカルガーデン　℡73-3611

　トロピカルガーデン温水プールでは、ウォーキングインストラクターの指導のもと、「アクア
ウォーキング教室」を開催しています。皆さん、ぜひご参加ください。
　※プールのご利用には、水着とプールキャップが必要です。必ずご持参ください。

と　き
毎月第2土曜日（5月、8月は第4土曜日）
午後1時～午後3時

ところ トロピカルガーデン　温水プール
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問い合わせ　教育委員会　生涯学習課　℡72-4040

平成30年度全国高等学校総合体育大会「総合開会式」一般観覧者募集
　インターハイの幕開けを高校生たちと一緒に盛り上げませんか。当日は、インターハイの開

幕を宣言する式典と歓迎演技が、県内の高校生によって行われます。ぜひご覧ください。

　日　　時　8月1日(水)　午前10時～正午（入場 午前8時～午前9時20分）

　場　　所　三重県営サンアリーナ（伊勢市朝熊町字鴨谷4383-4）

　募集定員　800人

　応募方法　次の①②のいずれかの方法で応募してください。

　※1人1回限り、一度に申し込める人数は4人まで。

　※応募多数の場合は抽選となります。当選された方にのみ当選通知を送付します。

　※募集締切　5月31日（木）まで

　①郵送

　 　一般観覧者募集リーフレット、または東海総体ホームページからダウンロードした申込用

紙に必要事項を記入し、下記まで郵送してください。（5月31日（木）消印有効）

　②インターネット

　 　東海総体ホームページ（https://www.koukousoutai.com/2018soutai/）より応募してください。

（5月31日（木）午後5時受付終了）

問い合わせ先・郵送先

　平成30年度全国高等学校総合体育大会三重県実行委員会事務局
　〒514-0004　津市栄町1丁目891番地　三重県吉田山会館1F
　℡059-224-2823　　FAX059-224-3001

輝け大紀のアスリート！
　大紀町在住・出身の人たちが色々な大会で、輝かしい活躍をしています。

　皆さん、これからも応援よろしくお願いいたします。

▼ソフトテニス

　三重県ソフトテニスシングル選手権（3月18日）

　・喜多　信元（パナソニック所属・阿曽地区出身）　ベスト4

　※5月19日・20日に青森県で行われる全日本ソフトテニスシングル選手権の出場権を獲得

▼レスリング

　2018年JOCジュニアオリンピックカップ（神奈川県　4月14日～15日）

　・西村　麻凜（松阪工業３年・大内山地区出身）

　　　　男子グレコローマンスタイル　130Kg級　ベスト８

スポーツで活躍されました選手・チームがありましたらご連絡ください。
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NPO法人故郷の海を愛する会　～世界につながる海IN2018～

第1回イベント　名古屋港で砕氷船と海洋博物館の見学

　 と　き 2018年7月7日（土）　午前8時～午後6時

ところ
活動場所：名古屋港

集合場所：鳥羽市鳥羽商船高専・伊勢市駅・松阪駅・津駅

定　員 90名

第2回イベント　JMU津造船所見学と鳥羽商船高専の練習船で体験航海

　 と　き 2018年7月26日（木）　午前8時30分～午後6時

ところ
活動場所：津市JMU津造船所～伊勢湾～鳥羽市

集合場所：鳥羽市鳥羽商船高専・津市JMU津造船所前

定　員 80名

第3回イベント　伊勢湾フェリーに乗船し、伊勢湾海上交通センターの見学

　 と　き 2018年8月22日（水）　午前9時～午後5時50分

ところ
活動場所：鳥羽市～伊勢湾フェリー～伊良湖

集合場所：鳥羽市伊勢湾フェリーターミナル

定　員 90名

・募集対象　主として小学生5・6年生、中学生

・参　加　費　1000円（昼食、飲料水、保険付）

・申し込み　E-mail　umiwoaisurukai@yahoo.co.jp　FAX 0599-25-8128

　3つのイベントの募集開始は6月4日から。先着順となります。

問い合わせ　故郷の海を愛する会イベント事務局　℡090-7612-2979

スポーツ安全保険のご案内

問い合わせ　教育委員会　生涯学習課　℡72-4040

　この保険は、公益財団法人スポーツ安全協会によるスポーツ活動、文化活動、レクリエーショ

ン活動、ボランティア活動、地域活動などを行う4名以上の団体（社会教育関係団体）が対象の保

険です。

　スポーツの種目や活動内容、年齢などにより掛金（800円～11,000円）は異なりますが、インター

ネットでも加入手続きができるなど利用しやすくなっています。

　加入依頼書での申込みを希望される方は、大紀町教育委員会に用紙がありますので、どうぞ

お気軽にご利用ください。
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狩猟免許試験のご案内

問い合わせ　伊勢農林水産事務所　森林・林業室　℡0596-27-5265

　　　　　　三重県農林水産部　獣害対策課捕獲管理班　℡059-224-2020

　野生鳥獣は、「鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律」により、原則として捕

獲が禁止されています。

　ただし、狩猟免許の所持など一定の要件を満たす場合に、捕獲許可又は狩猟登録を受けて野

性鳥獣を捕獲することが出来ます。

【免許試験を受けることができる者】　 三重県内に住所を有する者で、試験日において銃猟免許

受験者は満20歳以上の者、網猟及びわな猟免許受験者は

満18歳以上の者。

　　　　　　　　　　　　　　　　　※このほかにも免許試験を受けるためには要件があります。

【提 出 書 類】　狩猟免許申請書、受験票、医師の診断書等、住民票妙本

【受験手数料】　 一つの種類につき5,200円（狩猟免状保持者で更に異なる種類の狩猟免許を受け

る者は3,900円）

【試 験 科 目】　知識試験、適性試験、技能試験

試験 申請書受付期限 と　き 試験種目 ところ

第1回
6月28日（木）
午後5時まで

7月　8日（日）
午前9時50分～午後5時まで

網猟 ・ わな猟
第1種 ・ 第2種

三重県　農業大学校

松阪市嬉野川北町530
第2回

7月23日（月）
午後5時まで

8月　2日（木）
午前9時50分～午後5時まで

網猟 ・ わな猟
第1種 ・ 第2種

第3回
8月22日（水）
午後5時まで

9月　1日（土）
午前9時50分～午後5時まで

わな猟・第1種

農業を始める皆さんを応援します

問い合わせ　農林課　℡86-2246

　農業者になることを志向する就農者の就農前の研修を後押しする資金（準備型）及び就農直後

の不安定な就農初期段階を支援する資金（経営開始型）を受けることができます。

・準　備　型～ 県が認める農業大学校や先進農家・先進農業法人等で研修を受ける希望者に最

長2年間、年間150万円が受けられます。

・経営開始型～ 新規就農される方に農業を始めてから経営が安定するまで

の最長5年間、年間150万円を受けることができます。

・ 交付要件として、就農時の年齢が原則45歳未満などの要件を全て満たす

必要があります。

　詳しいことは農林課へご相談ください。
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野焼きは法律で禁止されています

問い合わせ　環境水道課　℡0598-86-2245

　「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」により、野焼きは一部例外

を除いて禁止されています。野焼きとは、直接地面で焼却する場合

だけでなく、「ドラム缶・コンクリート囲い・法で定められた基準を

満たしていない焼却炉」での焼却も含まれ、いずれも罰則の対象と

なります。

　野焼きは、その煙が悪臭や大気汚染の原因となるため、周辺住

民の大変な迷惑となります。また、野焼きでは通常焼却温度が

200~300℃程度にしかならないため、燃やすものによってはダイ

オキシン類などの有害物質を発生させる恐れもあり、人の健康や環境に悪影響を及ぼしかねま

せん。

　なお、一部例外とは風習や行事、農林水産業を営むうえでやむをえないと思われる焼却と、

たき火や屋外清掃など軽微な焼却を指しますが、例外規定とされた行為であっても生活環境上

支障を与え、苦情などのある場合は、改善命令や行政指導の対象となります。

　ごみを燃やす行為（野焼き）は、法律で禁止されていますので、ごみは分別し、決められた回

収ルールに従ってゴミステーションに出していただくようお願いいたします。

「無期転換ルール緊急相談ダイヤル」を開設しました

問い合わせ　三重労働局雇用環境・均等室　℡059-226-2110

　無期転換ルールとは、平成25年4月1日以降の有期労働契約期間が同一の事業主との間で更新
されて通算5年を超えた有期契約労働者が、期間の定めのない労働契約（無期労働契約）への申
込みをした場合、事業主は当該申込みを承諾したものとみなされ、無期労働契約に転換される
ルールです。
　無期転換ルール緊急相談ダイヤルでは、無期転換ルールの概要などの問い合わせのほか、同
ルールに関連した雇止め、契約期間中の解雇などの相談について対応していますので、ご利用
ください（三重労働局の「無期転換ルール特別相談窓口」でもご利用いただけます）。
　　　　「無期転換ルール緊急相談ダイヤル」

☎０５７０－０６９２７６
　　　　※携帯電話・PHSからも利用できます。通話料がかかります。

不動産弁護士無料相談会

問い合わせ　（公社）三重県宅地建物取引業協会　伊勢志摩支部　℡0596-24-1685

と　き 6月12日（火）　午後1時30分～午後3時30分（予約制）

ところ 宅地建物取引業協会伊勢志摩支部　伊勢市勢田町472
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行政相談・人権相談のご案内
　行政相談及び人権相談を行います。
　ご相談は無料で、相談者の秘密は固く守られます。お気軽にご相談ください。

問い合わせ　総務財政課（行政相談）　℡86-2212
　　　　　　住民課（人権相談）　　　℡86-2217

と　き
平成30年6月7日（木）

午前10時～正午 午後1時30分～午後3時30分

ところ
コンベンションホール 紀勢老人福祉センター

（都合により福羅会館に変更する場合があります）
滝原公民館 大内山いきいきプラザ

なお、当日都合の悪い方は、下記の委員が随時相談に応じますので、ご相談ください。

人権擁護委員

氏　　名 村田　明雄 中村眞知子 清原　　誠 中世古真史 伊藤　伸子
電話番号 86-3776 83-2291 74-1276 73-2708 72-2777

【相談を受ける人】
行政相談員

氏　　名 野村　　昇 米倉　　章 西村　元代
電話番号 83-2718 72-2641 73-2388

大紀町郷土資料館のご利用について

問い合わせ　大紀町教育委員会 生涯学習　℡72-4040

　長年にわたり、ご利用いただいておりました、大宮中学校の近隣の「大紀町郷土資料館」は、
平成30年4月1日（日）から利用方法が変わることになりました。
　ご利用される場合は、事前に教育委員会へ申請していただくことが必要となりましたので、
ご不便をおかけいたしますが、ご理解とご協力をお願い申し上げます。
　なお、今後も管理・保存は従来どおり対応し、見学会等の開催も計画しておりますので、よ
ろしくお願い申し上げます。

問い合わせ　企画調整課　℡86-2214

　同窓生の親睦を深め町内外の交流、定住を促進し、地域の活性化を図ることを目的に、町内
で開催される同窓会に要する経費の一部を補助します。
　１．対象となる同窓会
　　　補助金交付の対象となる同窓会は、次の3点の全てに該当するものです。
　　　① 町内の同じ小学校または中学校の卒業生で、学級、学年または学校単位で開催される

もの
　　　②町内の旅館、飲食店等において開催されるもの
　　　③原則10人以上の出席者で開催され、そのうち、3割以上が町外に住所を有するもの
　２．補助金の額
　　　補助金の額は、出席人数に2,000円を乗じて得た額とし、50,000円を上限とします。
　※ 補助金の交付を受けようとする場合の必要書類につきましては、役場本庁企画調整課また

は、各支所に設置しておりますので、同窓会の開催予定日の20日前までにご提出ください。
　　詳しい内容につきましては、企画調整課までお問い合わせください。

ふるさと大紀同窓会応援事業補助金のご案内
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平成29年度に大紀町情報公開請

求は108件ありました

問い合わせ　総務財政課　℡86-2212

公開内訳
開　　示 107件
部分開示 0件
非　開　示 0件
不　存　在 1件

大紀町ふるさと大紀「幸福（しあわせ）まちづくり」
応援寄付金にたくさんのご寄付をいただきました

　ご寄付をいただいた皆さまには、厚くお礼申し上げます。
　《平成29年4月1日～平成30年3月31日領収確認までのご寄付について》

問い合わせ　企画調整課　℡86-2214

寄付申出者数　2,530名　　総寄付金額　32,575,008円
ご寄付の使途
番号 項　　　目 件数 金額（円）
① 海・緑と清流を継承し、やすらぎを創造するまちづくり 591 6,820,002
② 防災のまちづくりの推進と安心・安全なまちづくり 237 2,560,000
③ 自然とともに思いやりのある健やかなまちづくり 384 6,060,001
④ 情報技術を活かした快適なまちづくり 60 600,000
⑤ 人・モノ・情報交流のまちづくり 182 2,050,000
⑥ 共生・挑戦・創造・自立するまちづくり 70 1,580,000
⑦ 地域を担うひとづくり 254 3,070,000
⑧ その他目的達成のため町長が必要と認める事業 752 10,835,005

合　　　計 2,530 32,575,008

三重県立図書館の本が大紀町中央公民館で借りられます

e
イ ー ブ ッ キ ン グ

-Booking　インターネット予約配送サービス

問い合わせ　三重県立図書館　℡059-233-1180

　インターネットを利用して、三重県立図書館が所蔵する本や雑誌を予
約し、大紀町中央公民館（大内山849-3）で受け取りと返却ができます。
　貸出冊数は5冊まで、貸出期間は往復の搬送期間を含み35日です。
　利用料は無料です。貸出や返却のために三重県立図書館まで出向いて
いただく必要はありませんので、ぜひご利用ください。
　なお、ご利用にあたっては、三重県立図書館の利用カード（資料貸出
券）、電子メールアドレス、インターネットサービスのパスワードが必
要となります。
　※利用カードの発行は、郵送でも受け付けています。
　　詳細につきましては、三重県立図書館までお問い合わせください。
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※応募の際には必ず電話番号等の連絡先を記載して下さい。
（問）企画調整課広報たいき担当　℡86-2214　Fax86-3500　メールkik@town.mie-taiki.lg.jp
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7月号（7月20日発行予定）

掲載の締切りは6月15日（金）です。
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こんにちは保健師です
6月4日から10日は「歯と口の健康週間」です

～子どもの歯と口の健康づくりについて～
　6月4日の6（む）4（し）にちなんで、6月4日から10日は「歯と口の健康週間」
です。歯と口の健康を守ることは、食べ物を『かむ』というだけでなく、食
事や会話を楽しむなど、豊かな人生を送るための基礎となります。子ども
のうちから、歯と口の健康を守ることで、歯の健康寿命を延ばすことがで
きます。
　今回は、子どもの歯と口の健康づくりについて取りあげました。

◇仕上げみがきのポイント
　◎ 寝かせみがき︓ お子さんを上向きに寝かせ、膝に頭をのせてのぞきこむようにしてみがき

ます。
　◎みがく強さ︓歯ブラシが歯ぐきに強く当たらないように注意します。
　　　　　　　　歯ブラシはペンを持つように軽く持ちます。
　◎むし歯になりやすい所︓上の前歯、奥歯の溝、歯と歯の間は特にていねいにみがきます。
　◎ほめる︓たのしい雰囲気で行いましょう。
　◎夜寝る前には、必ず仕上げみがきをするようにしましょう。

◇おやつの食べ方
　おやつは長時間かけて食べるのではなく、時間と回数と量を決めて規則正しく食べるように
しましょう。また、ジュースやスポーツ飲料を、お茶や水の代わりに飲まないようにしましょう。

◇歯の健康を守るために
　歯の健康を守るために、いつでも気軽に相談できて頼れるかかりつけの歯医者さんをつくっ
ておくと安心です。定期的な歯科健診や、お子さんに合ったむし歯になりにくい方法も相談し
てみましょう。

問い合わせ　健康福祉課　保健師　℡86-2216

ひまわりあんしん事業・電話相談（無料）

問い合わせ　三重弁護士会事務局　℡059-228-2232

と　　き 祝日を除く第2・第4金曜日
（当会の都合により実施されない日　8月10日、2月8日）

と　こ　ろ 午前10時～正午

電話相談 ℡059－228-3143（※相談専用特設電話1回線）

相談担当 当会高齢者・障害者支援センター所属弁護士

相談対象 65歳以上の高齢者本人、その親族
※相談内容は、65歳以上の高齢者本人の問題に限ります。
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ヘルシー食生活通信

減塩大作戦!!

食べ方のポイント

☆豚肉のおかか焼き☆

【材料と分量　4人分】

豚肉（スライス） 280ｇ
酒 大さじ1
片栗粉 大さじ1.5
植物油 大さじ1
しょうゆ 小さじ1/2
かつお節 2パック
添野菜　貝割れ 

ヘルスメイト

【作り方】
①　 豚肉を半分の長さに切る。酒を振って、片栗粉を加

えてもみ込む。
②　 フライパンを中火に熱して油をひき、豚肉を広げて

焼く。
③　 軽く火が通ったら、しょうゆとかつお節を入れて更

に焼く。
④　貝割れを添える。

エネルギー たんぱく質 脂　質 塩　分
170kcal 16.0g 9.3g 0.2g

【1人分の栄養価】

おかかの旨味で
塩分カット︕︕
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●成人健康相談　（時間は受付時間です）
　持ち物　健康手帳
▼大宮
１日（金）
午後 １ 時～午後 ２ 時 金輪集会所
午後 ２ 時30分～午後 ３ 時 板取集会所
午後 ３ 時30分～午後 ４ 時 木屋集会所

12日（火）
午後 1 時30分～午後 2 時40分 野原生活改善センター
午後 3 時～午後 3 時30分 野原新田集会所

▼大内山
20日（水）
午後 1 時30分～午後 2 時30分 米ヶ谷コミュニティセンター

▼紀勢地区の健康相談は奇数月に行います。

日時等に変更がある場合は行政チャンネルで
連絡いたします

●妊婦・産婦・育児相談
　母子健康手帳をご持参ください
13日（水）　午前10時～午前11時30分 
　　　　　　子育て支援センター　すくすく

● 1歳6か月児・3歳6か月児健康診査・2歳
6か月児歯科健診　

持ち物　母子健康手帳、問診票（3歳６か月児
は目と耳のアンケートと尿検査があります）
28日（木）　コンベンションホール　
◆受付　午後1時～午後1時20分
　1歳6か月（Ｈ28.9～Ｈ28.12.生まれ）
　2歳6か月（Ｈ27.9～Ｈ27.11生まれ）
　3歳6か月（Ｈ26.9～Ｈ26.12生まれ）
※対象児には個別に通知します。

従　業　員　募　集

●各種がん・肝炎ウイルス・口腔内検診
　日程・会場等については「平成30年度各種
がん・肝炎ウイルス・口腔内検診のご案内」

（4月中旬に各世帯に郵送）をご覧ください。

●大腸がん検診容器配布
配布期間︓5月23日（水）～6月29日（金）
配布時期︓午前8時30分～午後5時15分
　　　　　（土・日・祝日を除く）
配布場所︓本庁健康福祉課、各支所
容　器　代︓500円
※申し込まれた方には、受診票と一緒に「大
腸がん検診容器購入申し込み書」を郵送しま
す。必ず持参のうえ、窓口で容器代と引き換
えに領収書と容器をもらってください。
※容器の回収は、がん検診会場で行いますの
でご注意ください。

●400ｍl献血
26日（火）
　午後1時～午後2時　
　　　　ノリタケ伊勢電子（株）大宮事業所
　午後２時30分～午後4時30分
　　　　大紀町役場　七保支所
　ご協力よろしくお願いします。
　共賛︓奥伊勢ライオンズクラブ

職種/賃金　デイサービス職員
　　　　　　・正規職員　8：30～17：30 1名/
　　　　　　　当法人規定による　（賞与年2回）
　　　　　　・パート職員　1日6時間程度
　　　　　　　（相談可）1名/当法人規定による
勤 務 地　大紀町阿曽2621-12
　　　　　　（みんなの家いいひ内）
休　　　日　シフト制
※制服貸与・交通費支給・各種保険
　詳細は、面接時にお伝えします。
問い合わせ　みんなの家　いいひ　担当：大西　
　　　　　　℡0598-84-8011
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1月の納税など1月の納税など

　軽自動車税
　国民健康保険税
　介護保険料
　水道料金

5 月の納税など 町のすがた　4月末現在

人口 8,756人

男 4,141人

女 4,615人

世帯数 4,122戸

イベント名 と　き ところ

祝詞川ホタルまつり 平成30年6月9日（土）
午後3時～ 滝原地区　祝詞川周辺

金輪区
夢★花街道　あじさい祭り

平成30年6月24日（日）
午前10時～ 七保地区　金輪区　武士谷

第5回　大内山川名人杯 平成30年6月24日（日） 大内山川

行事・催し物のご案内 

問い合わせ　企画調整課　℡86-2214

大紀町に空き家
をお持ちの方へ『空き家バンク制度』をご存知ですか？

空き家を有効活用することで
★町や地域の活性化につながります。
★人が住むことで防犯・防災・空き家の管理につながります。

※ 登録し成約した場合は簡易修繕・家財処分等に要する費用につい
て補助を受けることができます（上限10万円）。

売りたい、貸したい空き家をバンクに登録していただくことで、町内に
移住を希望されている方に物件の情報を紹介させていただきます。

大紀町公式ホームページ（空き家バンク）：http://www.town.taiki.mie.jp/abank

満１歳！　お誕生日おめでとう
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　ちゃん

父・道成　母・徳子

お兄ちゃん、お姉ちゃんに

可愛がられて元気に育ってね。

みんな大好きだよ
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